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TOPICS

聖域なき「区政改革」!!

練馬区議会 自民党 〒 176-8501
　練馬区豊玉北 6-12-1

TEL 03-5984-1012 FAX 03-3993-1190
URL  http://www.nerima-jimin.com
MAIL nerima.jimin@jcom.home.ne.jp

▶聖域なき「区政改革」!!
▶練馬駅北口ビル「Coconeri」
▶短信

練馬駅北口ビル「C
コ コ ネ リ

oconeri」
［練馬駅北口区有地活用事業］

＊最寄駅＊ 西武池袋線・都営地下鉄大江戸線／練馬駅

4月開設!
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ら
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堂
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設
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立
練
馬
子
ど
も
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庭
支
援
セ
ン
タ
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認
証
保
育
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人
以
上
、病
児・病
後
時
保
育
室
10
人
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練
馬
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

経
営
や
人
材
育
成
に
関
す
る
研
修
の
実
施
や
経
営

の
各
種
相
談
・
支
援
、
区
内
産
業
と
観
光
情
報
の

発
信
、
産
業
経
済
団
体
の
推
進
な
ど
、
産
業
振
興

の
中
核
的
施
設
に
な
り
ま
す
。
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演
会
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な
ど
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最
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。
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多
目
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地
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活
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研
修
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流
コ
ー

ナ
ー
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打
合
せ
な
ど
）、
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
情
報
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収
集
や
発
信
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作
業
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ー
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資
料
作
成
な
ど
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決
議
文

去
る
（
平
成
25
年
）
11
月
23
日
、
中
国
政
府
は
、「
東
シ
ナ
海
防
空

識
別
区
」
を
設
定
し
、
当
該
区
域
を
飛
行
す
る
航
空
機
に
対
し
て
中

国
国
防
部
の
定
め
る
規
則
を
適
用
す
る
と
と
も
に
こ
れ
に
従
わ
な
い
場

合
に
は
中
国
軍
に
よ
る
「
防
御
的
緊
急
措
置
」
を
と
る
旨
発
表
し
た
。

中
国
側
の
こ
う
し
た
措
置
は
、
東
シ
ナ
海
周
辺
に
お
け
る
現
状
を
一

方
的
に
変
更
し
、
事
態
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
現
場
海
空
域
に
お
い
て

不
測
の
事
態
を
招
き
か
ね
な
い
極
め
て
危
険
な
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
中
国
側
の
措
置
は
、
公
海
上
空
を
飛
行
す
る
民
間
航
空
機

を
含
む
全
て
の
航
空
機
に
対
し
て
、
一
方
的
に
軍
の
定
め
た
手
続
き
に

従
う
こ
と
を
強
制
的
に
義
務
付
け
た
。
こ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
、
軍
に

よ
る
対
抗
措
置
を
講
じ
る
と
し
た
こ
と
は
、
国
際
法
上
の
一
般
原
則
で

あ
る
公
海
上
空
に
お
け
る
飛
行
の
自
由
の
原
則
を
不
当
に
侵
害
す
る

も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
ひ
い
て
は
国
際
社
会
全

体
の
平
和
と
安
定
に
対
す
る
重
大
な
挑
戦
で
あ
る
。

東
シ
ナ
海
は
、
多
数
の
民
間
航
空
機
の
飛
行
経
路
で
あ
り
、
民
間

航
空
の
秩
序
及
び
安
全
へ
の
影
響
の
観
点
か
ら
も
大
き
な
問
題
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
中
国
側
の
措
置
は
、
我
が
国
に
対
し
て
何
ら
効
力
を

有
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
こ
こ
に
言
明
す
る
。
ま
た
、
中
国
側
が

設
定
し
た
空
域
は
、
我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
尖
閣
諸
島
の
領
空

が
あ
た
か
も
「
中
国
の
領
空
」で
あ
る
か
の
ご
と
き
表
示
を
し
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
力
を
背
景
と
し
た
不
当
な
膨
張
主
義
を
民
主
主
義
・
平

和
主
義
国
家
と
し
て
我
が
国
は
、
断
じ
て
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。練

馬
区
議
会
は
、
公
海
上
空
に
お
け
る
飛
行
の
自
由
を
妨
げ
る
よ

う
な
今
回
の
一
切
の
措
置
を
中
国
側
が
即
時
撤
回
す
る
こ
と
を
強
く
要

求
す
る
。
ま
た
、
同
盟
国
で
あ
る
米
国
を
は
じ
め
、
自
由・民
主
主
義
、

基
本
的
人
権
、
法
の
支
配
と
い
っ
た
共
通
の
価
値
観
を
有
す
る
周
辺
諸

国
・
地
域
を
含
む
国
際
社
会
及
び
国
連
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
機
関

と
緊
密
に
連
携
し
つ
つ
、
わ
が
国
の
主
権
と
国
民
の
生
命
・
財
産
を
断

固
と
し
て
守
り
抜
く
た
め
、
毅
然
た
る
態
度
で
必
要
な
措
置
を
講
じ

る
こ
と
を
政
府
に
強
く
求
め
る
。

以
上
、
決
議
す
る
。

練
馬
区
議
会
自
民
党
は
、
昨
年
11
月
23
日
に
中
国
政
府
が
、「
東

シ
ナ
海
防
空
識
別
区
」
を
設
定
し
た
こ
と
に
関
し
て
毅
然
た
る
態

度
で
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
政
府
に
強
く
求
め
る
決
議
案
を

練
馬
区
議
会
第
四
回
定
例
議
会
最
終
日
（
平
成
25
年
12
月
13
日
）

に
提
案
し
、
賛
成
多
数
に
よ
り
、
練
馬
区
議
会
と
し
て
決
議
し
ま

し
た
。
な
お
、
生
活
者
ネ
ッ
ト
・
市
民
の
声
・
ふ
く
し
フ
ォ
ー
ラ

ム
会
派
（
5
議
員
）
は
、
本
議
決
に
対
し
反
対
し
ま
し
た
。

中
国
に
よ
る
防
空
識
別
圏
の

設
定
の
即
時
撤
回
を
求
め
る
決
議

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

全
国
各
地
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
®

た
ち
に
投
票
し
、
そ
の
人
気

を
競
う
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
グ

ラ
ン
プ
リ
2
0
1
3
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

関口 和雄（9期） 中 島 力（8期） 小林 みつぐ（7期） 村上 悦栄（6期） 小泉 純二（4期）

藤井 たかし（4期） 西山 きよたか（4期） 小川 けいこ（4期） かしわざき強（3期） 福沢剛（3期）笠原こうぞう（3期）

田中ひでかつ（3期） 小野塚栄作（2期） 上野ひろみ（2期） 高松 さとし（1期） むらまつ一希（1期）


